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➢ 各種手当の受給や健康診査などの行政サービスについて、市民が自ら検索や問い合わせを
行う負担を軽減するため、市が保有する住民情報を活用し、受給対象となる可能性のある
方へ、個別にお知らせするサービス

➢ 世帯構成や税情報等を分析して各制度の受給対象となる市民を抽出し、個別にメッセージ
を送信する

➢ 通知対象制度は、健康診査・がん検診、予防接種、障害・難病児童支援、ひとり親家庭支
援等

「あなたが使える制度お知らせサービス」の概要

AfterBefore

ひとり親家庭で金銭的に余裕がない。
仕事・家事・子育てと時間の余裕も
ないし、どうすれば…

子どもの予防接種を忘れてた！
調べる時間もないし・・・
何とかならないの!?

予防接種

産後ケア事業
がん検診

必要な人に必要な支援を届けられる！

あなたが使える各種制度を
LINEやメールでお知らせ！

千葉市

住民情報を活用したプッシュ型通知の開始
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様々な媒体で
情報発信

市の広報紙 SNS公式ホームページ各サービス等のチラシ

支援サービス等が
必要な人ほど

調べる時間がない！

各種支援サービス等を提供

➢ 市役所では、各種支援サービスを提供しているが、その受給は市民からの申請が前提。

➢ また、市は市民に対して様々な媒体で情報発信しているものの、支援が必要な人ほど、市
が提供する各種支援サービスについて、情報を得たり、調べたりする時間がないと推測さ
れる。

➢ 申請ができずに、各種支援サービスの受給ができていない市民がいる恐れがある。

⇒「受給漏れの防止が課題」

受給漏れの防止が課題！

市役所の支援サービス等における課題

ただし、申請が前提千葉市

各種支援サービス等を提供

市民へのプッシュ型通知の必要性
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➢ 市役所では、市民から様々な手続等を通じて、住民情報を預かっている。

➢ 個々の市民からの同意を得て、これらの情報を解析することにより、市民一人ひとりに
合った情報提供が可能。

➢ その結果、市民が自ら検索や問い合わせをしなくても、受給できるサービスを把握し、申
請することが可能となる。

市民から様々な手続等を通じて得た情報を保有

市民一人ひとりに合った
支援サービス等を抽出し、
お知らせすることが可能！

市民自ら検索等をすることなく、
受給できるサービスを把握し、

申請することが可能！

あなたが使える制度
お知らせサービス

課題解決に向けた考え方

解析

各種支援サービス等を提供

ただし、申請が前提

千葉市

市民へのプッシュ型通知による解決
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市民へのプッシュ型通知の仕組み

住民情報系システム

④ 利用申請のあった
住民情報の抽出⑧ ﾌﾟｯｼｭ通知

千葉市

⑦ ﾒｯｾｰｼﾞ送信

①利用申請（オンラインで受付）

※転入時に限っては窓口で受付

解析サーバ

⑤ 各制度の対象者の条件等の登録
⑥ 通知の際の対象者の抽出

千葉市公式
アカウント

受付窓口（千葉市）

➢ 市民は、本サービスの利用申請を行う。（申請には氏名、住所、生年月日、電話番号、メールアドレス
が必要）

➢ 市役所においては、利用申請のあった市民の住民情報を抽出するとともに、各制度の対象者となる条件
等を予め解析サーバに登録しておく。

➢ 通知を行う際には、解析サーバに登録した対象条件等を用いて、対象者を抽出し、メッセージを送信す
る。

➢ 受信方法は、LINEかメールのいずれか又はその両方を選択可能で、利用者が設定する。

各制度の所管課

サービスの仕組み

②登録番号を郵送
※利用者とLINEアカウントを紐づけるため

メール配信サービス

配信サーバ

お知らせサービス
システム

➂登録番号入力

「あなたが使える制度お知らせサービス」の仕組み
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【参考】①利用申請

登録番号を記載した
はがきが郵送される
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【参考】②登録番号の入力１
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【参考】③登録番号の入力２
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【参考】④お知らせ通知（LINE）

例えば…

翌月に接種可能月になる
子どもがいる世帯に
お知らせが届きます
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➢ 申請者数：１４,０４２人 登録者数：１０,０６９人

（令和７年７月末時点）

利用者数

0.9%

4.5%
10.6%

21.7%

27.5%

28.8%

5.8%
0.1%

80代以上 70代 60代 50代
40代 30代 20代 10代

年齢 利用者割合

80代以上 0.9%

70代 4.5%

60代 10.6%

50代 21.7%

40代 27.5%

30代 28.8%

20代 5.8%

10代 0.1%

計 100.0%

年代別利用者割合

【参考】利用者数及び年代別利用者割合







171
182
193
204
215
226
237
248
259
2610
2711
2812
2913
3014
3115

16




